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報道関係者各位 

2023年 2月 27日 

株式会社 神戸デジタル・ラボ 

帝国通信工業株式会社 

AQUARIUM x ART átoa 

株式会社神戸デジタル・ラボ（兵庫県神戸市中央区、代表取締役：永吉 一郎、以下 KDL）と帝国通信

工業株式会社（神奈川県川崎市、代表取締役社長：羽生 満寿夫、以下 帝国通信工業）と AQUARIUM x 

ART átoa（アトア）(兵庫県神戸市中央区、館長：中山寛美、以下 átoa)は、昨年 10月より 3社共同で

実施している「水族館における漏水予防の共同研究」においてセンサおよび検知内容等に関する改善を

重ねた結果、水族館の業務効率化や安全な施設運営に向けて、一定の効果が期待できることを実証した

ことを発表いたします。 

 

水族館における漏水予防の共同研究の背景 

帝国通信工業が実施した、公益社団法人日本動物園水族館協会へのヒアリングによると、水族館などの

水族を飼育する施設における漏水事故の発生頻度は、規模の大小を問わず含めると決して珍しいもので

はなく、全国の水族館で課題として顕在化しています。 

原因は、ポンプや配管の詰まりによるもの、不意の電源停止によって循環ポンプが止まることによるも

の、設備の老朽化に伴うものに加えて、水栓の閉め忘れなどのヒューマンエラー等が挙げられます。程度

や状況によっては飼育している水族や来館者にも影響が及ぶ可能性もあり、巡回等による人的対策を実

施するなど施設の業務やコストの負担増につながっています。 

生物に無害なセンサと IoT技術で水族館の業務効率化と安全な施設運営に効果 

KDL・帝国通信工業・átoa の 3 社が水族館における漏水予防の共同研究 

松丸 恵子
当社広報室よりタイトルの別案の提示がありました。�社名を出した方がよいのではとのことですので、以下検討としたいと思います。いかがでしょうか。�ーーーーーーー�生物に無害なセンサとIoT技術で水族館の業務効率化と安全な施設運営に効果�KDL・帝国通信工業・átoaの3社が水族館における漏水予防の共同研究�

ishihara takashi
良いと思います。ヘッダーのロゴをátoaのロゴに変更お願いできますか。
その他、アクアメント部分をAQUARIUM x ART átoaに変更しています。
アクアメントの方が良ければご指摘ください。

ishihara takashi
電源の不備 を分けて書き直してみました。
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共同研究の概要 

共同研究では、帝国通信工業がフィルム式の静電容量式センサを水族館向けに改良した「No-Blue（ノー

ブル―）」を開発。センサまで水位が達すると、飼育スタッフのスマートフォンのメッセンジャーアプリ

「LINE」に通知が届く仕組み、および検知データを可視化する仕組みの構築を KDL が担当しました。ま

た、átoaの「展示水槽」や「ろ過槽（※）」などに「No-Blue」を取り付け、テスト・評価を átoaの飼育

スタッフが担当しました。 

 

 

 

研究では、異常水位を判定し通知できるか、または飛沫などに対して誤検知しないかのほか、海水での使

用による塩の結晶の付着などに耐えうるか、現場の業務に支障がないかなど様々な観点で試作を重ね、

評価を行いました。 

※ろ過槽・・・生物がいる水槽の水をきれいにするための水槽。生物の水槽の水はろ過水槽に送られ、このろ過水槽内で

フィルターやバクテリアなどの力で水をきれいにし、ポンプで生物の水槽に戻す。 

センサおよびデバイス設置の様子 センサ「No-Blue」 

スマートフォンへの通知 

データを可視化したダッシュボード 
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研究における成果では水溜め時の水位検知に活用 

約 3 か月の実際の設置に基づく研究においては、模擬的な漏水テストで漏水を検知し、自動で通知され

ることが確認できました。また、水槽への水の補充時に使用し、適切な水位で通知されることが実証され

ました。これは、研究で使用したセンサによる検知と通知の仕組みが、水栓の閉め忘れなどのヒューマン

エラーによる漏水事故を予防できる可能性が高いことを示しており、業務の効率化および働き方改革へ

の寄与につながることが見込まれます。 

また、このたびの研究により、センサやデバイスの取り外しや再設置が簡単で、且つ作業や展示の妨げに

ならないなど、安全で手軽に利用できるものに改善されました。企画展示など水槽の移動が多い際にも、

設備や周辺の環境に依存することなく様々な施設・シーンでの活用が期待できるものとなりました。 

今後の展開 

本研究内容は、2023 年 1 月 25 日（水）～27 日（金）に開催された第 7 回スマート工場 EXPO（FACTORY 

INNOVATION Week 2023）で展示し、多くのご来場者から反響をいただきました。また、既に複数の水族館

からご相談をいただいていることから、様々な場所・ケースに対応し幅広く貢献できるものとすべく引

き続き研究を重ねて参ります。 

今後は、KDLおよび帝国通信工業において、様々な分野における多用途なソリューションとしての開発を

視野に、製品化に向けて取り組んで参ります。 

 

【株式会社 神戸デジタル・ラボ】 

代表者 ：代表取締役 永吉一郎 

所在地 ：〒650-0034 兵庫県神戸市中央区京町 72番地 新クレセントビル 

設立  ：1995 年 10 月 

資本金 ：5,000 万円 

従業員数：150名（2023年 1月現在） 

URL   ：https://www.kdl.co.jp/ 

【帝国通信工業株式会社】 

代表者 ：代表取締役社長 羽生 満寿夫 

所在地 ：〒211-8530 神奈川県川崎市中原区苅宿 45番 1号 

設立  ：1944 年 8月 1日 

資本金 ：34億 5,300万円 

従業員数：1,605 名（2022年 3月 31 日現在 連結） 

URL   ：https://www.noble-j.co.jp/ 

【AQUARIUM x ART átoa】 

https://www.kdl.co.jp/
https://www.noble-j.co.jp/
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代表者 ：館長【公式】アトア átoa - 劇場型アクアリウム（神戸） (atoa-kobe.jp) 中山 寛美 

所在地 ：〒650-0041 兵庫県神戸市中央区新港町 7-2 

開業  ：2021年 10 月 29 日 

URL   ： https://atoa-kobe.jp/ 

運営者 ：株式会社アクアメント （兵庫県神戸市中央区生田町 2-2-2） 

 

【本件に関するお問い合わせ先】※取材など随時対応しますので、お気軽にお問い合わせください。 

株式会社 神戸デジタル・ラボ  デジタルビジネス本部 エンゲージメントリード 中西 波留 

電話 ：078-327-2280  E-mail：info@kdl.co.jp 

帝国通信工業株式会社 営業部 営業一課 木村 公胤 

電話 ：044-433-7511  E-mail：contact@hs.noble-j.co.jp 

AQUARIUM x ART átoa 施設課長 学術推進・支援チーム 石原 孝 

電話 ：078-771-9393  E-mail：info-atoa@aquament.co.jp 

https://atoa-kobe.jp/
https://atoa-kobe.jp/

	水族館における漏水予防の共同研究の背景
	生物に無害なセンサとIoT技術で水族館の業務効率化と安全な施設運営に効果 KDL・帝国通信工業・átoaの3社が水族館における漏水予防の共同研究
	共同研究の概要
	研究における成果では水溜め時の水位検知に活用
	今後の展開

